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懇　　　志
【埋葬冥加金20万円以上/永代経懇志10万円以上】

30万円 以上

年間管理費 不　  　要

記名冥加金
※石版に故人の刻銘を希望される方のみ

2万円 以上 × 人数分

本願寺岐阜別院八角堂
合同埋葬について

　昨今、「墓
はかじま

終い」に関するご相談や、「終
しゅうかつ

活」についてのお悩みが沢山寄せら

れるようになりました。

　様々な理由により、お墓を継いでくれる者がいない。また新たにお墓を設

けることができない。従って自身の埋葬先も定まらない。といったお悩みで

あります。

　こういったお悩みは、ご先祖を想えば想うほど、また、自身が歳を重ねれ

ば重ねるほど、切実になってまいります。

　本願寺岐阜別院では、その切実なお悩みに対するお応えの一つとして、故

人のご遺骨を、本願寺岐阜別院境内にある八
はっかくどう

角堂へ、他の方々とご一緒に、

永代に亘って埋葬（納骨）させていただくことを始めます。
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&QQ
よくあるご質問

Q	.	八角堂合同埋葬って？

A	.	故人のご遺骨を、本願寺岐阜別院境内にある八角堂へ、他の方々とご一緒に、永
代に亘

わた
って埋葬（納骨）いたします。

Q	.	宗教の制限はありますか？

A	.	これまでの宗教・宗派は問いませんが、浄土真宗の教えをお聞きいただくことを
お約束いただきます。

Q	.	他の墓地から八角堂へ遺骨を移すことは可能ですか？
A	.	可能です。市町村へ「改

かいそう
葬」のお手続きをいただきます。

Q	.	遺骨が複数体の場合、懇志は人数分必要ですか？

A	.	埋葬冥加金及び永代経懇志は乗算しません。記名冥加金のみご希望人数分必要と
なります。

Q	.	生前（存命中）に申込できますか？
A	.	ご本人及びご親族またはそれに準ずる方によってお申込み可能です。

Q	.	どのように埋葬されるのですか？また、埋葬された遺骨はその後どうなりますか？

A	.	専用のご遺骨袋に個別にお納めし、八角堂内に埋葬され、やがては土に還ってい
きます。

Q	.	故人の名前をお堂に遺すことはできますか？

A	.	ご希望者には、故人のお名前を記名板へ刻銘できます。記名冥加金が必要となり
ます。

AA
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お気軽に
ご相談ください

Q	.	埋葬（納骨）当日の日程を教えてください。
A	.	予めお決めした日にご遺骨をご持参いただき、専用の遺骨袋にお移しした後、本
堂において永代経開

かいびゃく
闢法要とご法話、引続き八角堂にて埋葬勤

ごんぎょう
行をお勤めした後、

八角堂内に納骨いたします。所要時間は1時間程度です。
	 	なお、当日の各法要･勤行にかかる費用は不要です。

Q	.	法要（読経）は行っていただけますか？
A	.	年に2回（春・秋彼岸）、ご遺族宛にご案内し、合同での法要を厳修いたします。
その他、お盆やご命日等、個別でのご法要をご希望の場合、事前のお申込みによ
りお受けいたします。

Q	.	八角堂は自由にお参りできますか？ お花やお香はお供えできますか？

A	.	いつでも自由にご参拝いただけます。お線香・お花・お蝋
ろうそく
燭もお供えいただけます。

但し、堂内に立ち入ることはできません。

Q	.	遺骨を預かっていただきたいのですが？

A	.	岐阜別院本堂にて、1年間を期限とし、ご遺骨をお預かりさせていただくことが
可能です。

Q	.	永代経懇志って？
A	.	永代経懇志とは、寺院が永代に亘り仏法聴聞の場として護持されることを願い納
める懇志です。八角堂合同埋葬を希望されます方は、本願寺岐阜別院がこれらの
ご懇念により護持されておりますことをご理解いただきご進納をお願いいたします。

Q	.	近隣の寺院や、納骨（埋葬）施設を紹介して欲しい。
A	.	お住まいよりお近くの寺院や、一般の方の受け入れが可能な納骨施設を有しておら
れる浄土真宗本願寺派（西本願寺）の施設を紹介させていただきます。
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1年間遺骨預かり懇志 1０万円 以上
〔八角堂埋葬冥加金の半額分〕

１年間遺骨預かりについて

◆	ご葬儀を終えたがご遺骨を埋葬する場所が決まらない。

◆	遺骨をいつまでも自宅に置いてはいけないと周囲に急かされる。

◆	埋葬方法や埋葬場所をゆっくり考える時間が欲しい。

本願寺岐阜別院本堂御本尊須弥壇内に
１年間を期限として

ご遺骨をお預かりさせていただきます。

このようなことでお悩みの方へ

※１年間遺骨預かりに引き続き、八角堂合同埋葬をご利用の場合、埋葬冥加金の残半額
分と既定の永代経懇志をお納めいただきます。

本願寺岐阜別院本堂
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本願寺岐阜別院
「八角堂（旧忠魂堂）」
由緒

　岐阜別院八角堂（旧忠魂堂）は、日中戦争の勃発時、戦死者の遺骨を丁重に

弔うための合葬納骨堂として昭和13年に建立。戦中国策に応じた事業であ

った為、軍の補助も得られ、本願寺第23代勝如門主御親修の落慶法要には、

岐阜県知事、岐阜市長等、多数の来賓が参列した。そして、毎年秋の彼岸に

戦没者追悼法要を勤修することを恒例と定めた。

　なお、岐阜県と岐阜別院の近年史を覗うに、廃藩置県により岐阜県が誕生

した時、その新庁舎建設中には岐阜別院を仮庁舎としたり、明治天皇、並び

に大正天皇の御巡幸、御行啓に際しては、岐阜別院が行在所、御座所と定め

られるなど、岐阜県の歴史に岐阜別院の名が刻まれてきたことから、岐阜県

の戦死者納骨所として岐阜別院が選定されたものと推察される。

　『岐阜別院史（昭和43年4月1日発刊）』には、「遺骨受領の為遠く金沢その他

へ出張し、戦死者の増加に伴う事務処理に万善を期すると共に、納骨台帳の

整備に遺漏なきを期したが、その退任後は事務渋滞し、また一切の書類は

岐阜市空襲の際に焼失し、いたく惜しまれている。」と記されている通り、戦

死者が忠魂堂に丁重に埋葬され、その台帳類も整備されていたが、昭和20年

7月9日の岐阜空襲において岐阜別院も被災。本堂、対面所等の諸堂ととも

に台帳類一切が焼失したとある。なお、忠魂堂についてはその焼失は免れて

いる。

　戦後、忠魂堂は、平成18年に『英霊と仰がれた戦死者も、空襲によって犠牲

になった一般市民も、等しく戦禍によって犠牲になった戦没者である』こと

から、「八角堂」と名称を変更、戦没者追悼法要のみ習慣を残し、現在に至っ

ている。
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本願寺岐阜別院へのアクセス

八角堂合同埋葬や、終活についてのお問い合わせは

浄土真宗本願寺派 （西本願寺）

本願寺岐阜別院 〔西別院〕
〒500-8882  岐阜県岐阜市西野町3-1

電話 058-262-0231
https://www.hongwanji-gifubetsuin.jp/

　発：『JR岐阜』10番のりば
　　　 岐阜バス 市内ループ線 右まわり
下車：『市民会館・裁判所前』より徒歩約5分（乗車時間約9分）

JR岐阜駅から
バスでのアクセス

　発：『名鉄岐阜』5番のりば
　　　 岐阜バス 加納南線 南柿ヶ瀬行き
下車：『市民会館・裁判所前』より徒歩約5分（乗車時間約9分）

名鉄岐阜駅から
バスでのアクセス

■ 名神高速道路『岐阜羽島IC』より約35分
■ 東海北陸自動車道『岐阜各務原IC』より約25分

岐阜市外から
お車でのアクセス

YOUTUBE本願寺岐阜別院チャンネルにて八角堂合同埋葬の紹介動画をご視聴いただけます。


